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産業廃棄物処理計画実施状況報告書

ガ年ど月と
十
日

都道府県知事

(市長) 殿

提出者

住 所

北嗅辮 攀講森雙
躙 電法 高田市荒尾 922番地

氏 名      TE L0978-27T3354
(法人にあつては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

Ⅲ廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第 10項の規定に基づき、

処理計画の実施状況を報告します。

年度の産業廃棄物

‐・6t6121

事 業 場 の 名 称 半鞣鎌 攀講套隻
事 業 場 の 所 在 地 分県豊後高田市荒尾922番

!地

TE Lo978-27-3354

事 業 の 種 類
,/ 塚殊

産業廃棄物処理計画における

計 画 期 間 RΔ 4 | 
～

焦7
】

産業廃棄物処理計画における日標値

項 目 目 目 目標値

排   出   量 力
t″各 οヽ
=t
全 処 理 委 託 量 θ、彦 t

自ら再生利用を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量

優 の

/8う。 t 処 理 委 託 量 t

自ら熱 回収 を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量
t
再生利用業者への

処 理 委 託 量
t

自ら中間処理により減量する

産 業 廃 棄 物 の 量
t
認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
t

自 ら埋 立処 分 又 は

海洋投入処分を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量

t

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量
t

※事務処理欄

(日本工業規格 A列 4番 )



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類: 0″ ノキ ヽ
)

実績値

/G∂θb
/浄沙∂右

項 目

①排出量

② +① 自ら再生利用を
行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦ 自ら中間処理により減

量 した量

③ +③ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への

処チ早碁訴最

⑫再生利用業者への処理

委託量

①熱回収認定業者への処
理委託量

①熱回収認定業者以外の

熱回収を行 う業者への処

理委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

⑩の うち熱回収認定

業者への処理委託量

⑬

①の うち熱回収認定

業者以外の

熱回収を行 う業者
への処理委託量

⑭

自ら中間処理 した後
再生利用 した量

③

自ら中間処理 した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分 した量

③

盲L接及び 自ら
中間処理 した後の

処理委託量

⑩

①の うち優良認定

処理業者への

処理委託量

①

さ量の

自ら中間処理 した

⑥

自ら中間処理によ

⑦

自ら直接

再生利用 した量

/]θθι
②

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処分した量

③

自ら中間処理

した量

④

④のうち熱回収
つ

⑤

有 償 物 量

排   出  量

/Fθθtノ
①

不要物等発生量

（削
Ｎ
副
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 狩 )

実績値

r、がう

チヽデも

項 目

①,F出量

②十⑥自ら再生利用を

行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減

量した量

③+⑨ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への

処理委託量

⑫再生利用業者への処理

委託量

③熱回収認定業者への処

理委託量

⑭熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への処

理委託量

⑭

①のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑬

①のうち熱回収認定

業者以外の

熱回収を行 う業者
への処理委託量

①のうち再生利用

業者への処理委託量

⑫

①のうち優良認定

処理業者への

処理委託量

①

直接及び 自ら

中間処理 した後の

処理委託量

|、 )も

再生利用 した量

しら

投入処分 した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

した量り

自ら中間処理によ

⑦

理 した問ら

後の残 さ量

④のうち熱回収
つ た

再

自ら直接

用 し

自ら直接埋立処分又は

③

自ら中間処理

した量

排  出  量

ユ、うち
①

有 償 物 量

不要物等発生量

（韻
〕
副
）




